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地震に関連するFM電波伝搬異常検知のためのVHF干渉計システムの開発
VHF interferometry system for anomalous propagation of FM radio broadcasting wave
and its preliminary result
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近年、地震活動に先行する様々な電磁気現象が報告されている。これらを観測する手法は数多くあり、VLF帯や VHF
帯の局電波の異常伝搬を用いた観測は盛んに行われている。特に VHF帯電波伝搬観測においては、通常受信することの
できない遠方の放送波が伝搬経路付近で発生した異常によって見通し外で受信されることを利用し測定を行う。
これまでの研究から、送信局－受信点間の伝搬経路付近で発生した地震 (M≧ 4.8)と地震前 5日以内の大気擾乱の発生

には相関があることがわかっている。しかし、従来の観測方法では見通し外電波の到来方位は求めることができない。ゆ
えに我々は、見通し外 VHF帯電波の到来方位を精度良く求め、地震前駆的な大気圏擾乱の発生位置を詳細に調べたい。
そこで我々は、千葉大学西千葉キャンパス内に VHF帯電波干渉計システムを構築した。
本発表では、システムの評価および観測された受信パターンと高層気象データとの比較により明らかになった VHF帯

電波伝搬の特性について報告する。


